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簡易手すりの導入
～夜を共に守るパートナー～

あしたかホーム ショートステイ

O T 相澤 かんな
介護 芦川 優香

深沢 美里

▍あしたかホームSSの紹介

▍背景と課題

ICT化、介護ロボットの導入を進める

業務の効率化

介護ケアの質向上

スムーズな連携

インカム 移乗ロボット最新入浴機器記録ソフト 見守りシステム

立ち上がりや移動を補助する手すり等の設置が無く、

居室内の安全性が低い

▍背景と課題
夜間帯にセンサーコールが重なり、

タイムリーに利用者のもとへ駆け付けることは難しい

転倒・転落のアクシデント
やヒヤリハットの発生

利用者が転倒するのでは
という精神的な負担
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そこで…

▍背景と課題

簡易手すりの導入

▍手すりの紹介

参照：矢崎化工株式会社HP（https://www.yazaki.co.jp/）
株式会社モルテンHP（https://www.molten.co.jp/health/）

▍手すりの使用例
歩行補助立位保持立ち上がり補助

▍手すりの設置までの流れ

OTの評価
身体機能･ADL
を測る

夜勤者の評価
実際の使用感
を測る

本設置
次回利用時の設置
を決定する

フェイスシート
相談員からの情報

01 02 04 0503

日勤者の評価
申し送りにて
仮設置を検討する
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▍手すりの設置までの流れ

OTの評価 夜勤者の評価 変更再利用

01 02 04 0503

日勤者の評価

多職種の視点から利用者の変化を察知し、

利用毎に再評価を実施し、居室環境を変更する

頭上クリップ

マグネット 三脚

足元クリップ

▍ SSで使用しているセンサーの紹介

➡ センサーの設置位置で、独自の自立度スケールを作成
参照：ハカルプラス株式会社HP（ https://care-ai.jp/product/product03/ ）

 居室内の自立度スケール

▍ 取り組み①居室内の自立度の変化

なし三脚入口マグネット足元クリップ頭上クリップ

居室内は自立居室トイレ前
居室出入口端座位起き上がり動作初期動作感知

高低自立度

低高優先度

居室内の自立度の変化

手すり導入の直後と現在で
センサーの設置方法の変化
を比較し、自立度の変化を
視覚化する

ADLの変化と
ヒヤリハット件数の変化 利用者アンケート調査

手すりの満足度、使用感等
をアンケート調査する

5名を対象に手すり導入の
前後でのヒヤリハット件数
を比較する

ヒヤリハット件数の割合

手すり導入の前後で
夜間・居室内・転倒のヒヤリ
ハットの割合を比較する

自宅訪問

06
職員アンケート調査

自宅の生活環境を見せて
頂き、社会的背景を知る

手すりの満足度、負担の
軽減等をアンケート調
査する

▍ 取り組み①居室内の自立度の変化

9 10

11 12



2025/11/25

4

✔ 手すり設置直後は、頭上クリップからマグネットを使用している方が
多いが、現在はマグネットからセンサーなしの方が多い

▍ 取り組み①居室内の自立度の変化
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 手すり使用者のセンサーの推移 結果①

効果あり

67％
変化なし
31 ％

効果なし 3 ％

✔ 簡易手すりを使用し、
約7割 の方の居室内自立度が上がり、効果がみられた

▍ 取り組み①居室内の自立度の変化
 手すり使用者のセンサーの推移 結果②

居室内の自立度の変化

手すり導入の直後と現在で
センサーの設置方法の変化
を比較し、自立度の変化を
視覚化する

ADLの変化と
ヒヤリハット件数の変化 利用者アンケート調査

手すりの満足度、使用感等
をアンケート調査する

5名を対象に手すり導入の
前後でのヒヤリハット件数
を比較する

ヒヤリハット件数の割合

手すり導入の前後で
夜間・居室内・転倒のヒヤリ
ハットの割合を比較する

自宅訪問

06
職員アンケート調査

自宅の生活環境を見せて
頂き、社会的背景を知る

手すりの満足度、負担の
軽減等をアンケート調
査する

▍ 取り組み②
A～E様のADLの変化とヒヤリハットの変化

参照：「障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）-判定の基準」｜厚生労働省
(https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12300000-Roukenkyoku/0000077382.pdf)

 「障害高齢者のADL自立度」

▍ 取り組み②
A～E様のADLの変化とヒヤリハットの変化
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障害高齢者のADL自立度

現在R4.5月

A2J2A様（83歳 女性） 杖+側方介助歩行

A1J2B様（88歳 女性） 歩行器歩行

J2J1C様（88歳 女性） 杖歩行

A1J1D様（85歳 女性） 杖歩行

A2A1E様（93歳 女性） 歩行器歩行

 A～E様の障害高齢者のADL自立度の変化

✔ A～E様において、R4.5月と現在でADLの自立度を比較すると、低下 している

低下

▍ 取り組み②
A～E様のADLの変化とヒヤリハットの変化

▍ 取り組み②
A～E様のADLの変化とヒヤリハットの変化
 手すり導入前後のヒヤリハットの推移（居室・転倒・夜間帯）

✔ A～E様において、R4.5月と現在でADLの自立度を比較すると、低下している
✔ 一方、ヒヤリハット件数は 減少 傾向にみられる

0
1
2
3
4
5
6

A様 B様 C様 D様 E様

手すり導入前 R4.5～R5.4
手すり導入直後 R5.5～R6.4
手すり導入後 R6.5～現在

件 ランク
J1
J2
A1
A2

居室内の自立度の変化

手すり導入の直後と現在で
センサーの設置方法の変化
を比較し、自立度の変化を
視覚化する

ADLの変化と
ヒヤリハット件数の変化 利用者アンケート調査

手すりの満足度、使用感等
をアンケート調査する

5名を対象に手すり導入の
前後でのヒヤリハット件数
を比較する

ヒヤリハット件数の割合

手すり導入の前後で
夜間・居室内・転倒のヒヤリ
ハットの割合を比較する

自宅訪問

06
職員アンケート調査

自宅の生活環境を見せて
頂き、社会的背景を知る

手すりの満足度、負担の
軽減等をアンケート調
査する

▍ 取り組み③利用者アンケートの実施 ▍ 取り組み③利用者アンケートの実施

非常に満足
と回答した人

82％

普通
18％

▶満足度調査

立ち上がる時にあると便利

夜中は足が痛いから助かる

ふらついたときに安心する

無くても歩ける

手すりがトイレまで足りない

（手すり使用者21名対象）
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居室内の自立度の変化

手すり導入の直後と現在で
センサーの設置方法の変化
を比較し、自立度の変化を
視覚化する

ADLの変化と
ヒヤリハット件数の変化 利用者アンケート調査

手すりの満足度、使用感等
をアンケート調査する

5名を対象に手すり導入の
前後でのヒヤリハット件数
を比較する

ヒヤリハット件数の割合

手すり導入の前後で
夜間・居室内・転倒のヒヤリ
ハットの割合を比較する

自宅訪問

06
職員アンケート調査

自宅の生活環境を見せて
頂き、社会的背景を知る

手すりの満足度、負担の
軽減等をアンケート調査
する

▍ 取り組み④職員アンケートの実施

効果を感じる
と回答した人

93％

普通
7％

（職員14名対象）▍ 取り組み④職員アンケートの実施

▶手すりの効果を感じるか

軽減した
と回答した人

71％

どちらとも
いえない
29％

▶身体的・精神的負担が軽減したか

安全性の向上による
心の油断 メンテナンス不足手すりの鉄板部での

つまづき
新規利用者の

手すり設置の是非

OTの判断がないと
設置位置に不安

手すり本体に
ぐらつきがある

思いがけない
アクシデントに

▶手すり導入による‘’危険性‘’は

利用者の状態変化を
見落とす可能性あり

（職員14名対象）▍ 取り組み④職員アンケートの実施

居室内の自立度の変化

手すり導入の直後と現在で
センサーの設置方法の変化
を比較し、自立度の変化を
視覚化する

ADLの変化と
ヒヤリハット件数の変化 利用者アンケート調査

手すりの満足度、使用感等
をアンケート調査する

5名を対象に手すり導入の
前後でのヒヤリハット件数
を比較する

ヒヤリハット件数の割合

手すり導入の前後で
夜間・居室内・転倒のヒヤリ
ハットの割合を比較する

自宅訪問

06
職員アンケート調査

自宅の生活環境を見せて
頂き、社会的背景を知る

手すりの満足度、負担の
軽減等をアンケート調
査する

▍ 取り組み⑤自宅訪問
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▍ 取り組み⑤自宅訪問 ▍ 取り組み⑤自宅訪問

ケアカルテへの掲載

▍ 取り組み⑤自宅訪問
▶ 本研究で行っている自宅訪問についてどう思いますか（職員14名対象）

在宅サービスならではの取り組み

写真から利用者への理解も深まり、
その人らしさの支援に繋がる

ご家族様と距離を縮める良い機会
になった

ご自宅の環境を把握することで、
利用者がどのような動きをするか
行動特性 が分かれば、手すりの
位置に工夫ができる

ショートステイは在宅サービスで
あるから、生活に少しでも近づけ
ることは、利用者の安心に繋がる

自宅とSSの自立度に差がある方も
いた

コミュニケーションのきっかけ
になった

居室内の自立度の変化

手すり導入の直後と現在で
センサーの設置方法の変化
を比較し、自立度の変化を
視覚化する

ADLの変化と
ヒヤリハット件数の変化 利用者アンケート調査

手すりの満足度、使用感等
をアンケート調査する

5名を対象に手すり導入の
前後でのヒヤリハット件数
を比較する

ヒヤリハット件数の割合

手すり導入の前後で
夜間・居室内・転倒のヒヤリ
ハットの割合を比較する

自宅訪問

06
職員アンケート調査

自宅の生活環境を見せて
頂き、社会的背景を知る

手すりの満足度、負担の
軽減等をアンケート調
査する

▍ 取り組み⑥ヒヤリハット件数の推移
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▍ 取り組み⑥ヒヤリハット件数の割合

✔ 手すり導入により、夜間帯・居室・転倒のヒヤリハットの割合が減少 している

手すり
導入前

63％
その他

(トイレ，廊下)
119件

居室内
203件

手すり
導入後

55％
その他
186件

居室内
230件

8％の減少が見られる※手すり導入前：令和4年2月～令和5年5月 18か月間
手すり導入後：令和5年5月～令和6年10月 18か月間

時間帯：夜間（16:00～翌7:00）

 手すり導入前後のヒヤリハット件数の推移（夜間帯・転倒）

▍考察

自立度の向上
利用者が持つ動作能力を
生かすことが出来た

職員の負担の軽減

転倒させてしまう
という不安が軽減

プライバシー保護
過訪室が減少したことで、
自身のペースで過ごして
いただけた

さらに安全性を高めるには…
 ベッドの配置やセンサー等の総合的な環境設定が必要
 自宅環境や生活環境などの社会背景を把握することが大切

簡易手すりを導入し、居室内に安全な動線が作られた事で…

利用者

▍今後の課題
家族

ケアマネ

相談員介護・OT

看護
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